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編 集 後 記

第 78 巻をお届けします。

わたくしごとで恐縮ですが，編集子，今回 2 回目の編集作業となります。

1 度目は 2012 年ロンドン・オリンピックの年，2 度目の今年は，奇しくも

2020 東京大会の年と思いきや…。

COVID-19 の猖獗にともなう全授業科目のオンライン化と，学位プログラ

ムのスタートという疾風怒濤の嵐の中，論文をお寄せくださった先生方，査

読を担当してくださった先生方に，心より御礼申し上げます。

（佐野　隆弥）
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